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血糖値を上げる体内のホルモン
浜：高血糖というと、甘いものの食べ過ぎや飲み過ぎ
を思い浮かべると思います。しかし、飲食物の糖分以
外にも血糖値を上げる原因はたくさんあります。
　おなかがすいてきたときにイライラしたことがある
でしょう？　なぜだと思いますか？

血糖値が下がる、低血糖になるからと以前に
知りました。

浜：そう、その通り。それが今回のテーマの「高血糖」
とどう関係するのか、です。空腹時に血糖値が下がり
すぎて「低血糖」状態が続いたり、重症の低血糖にな
ると、昏睡状態にもなり命にかかわります。そこで、
体はそれを防ぐために血糖値を上げようとして、ある
ホルモンを出すんです。

どういうホルモンですか？
浜：アドレナリンです。副腎皮質ホルモン、いわゆる
ステロイドホルモンも血糖値を上げますが、何といっ
ても最も強力なのはアドレナリンです（註 1）。糖尿
病ではない人では、たいていはイライラどまりですが、
糖尿病で血糖を下げる薬剤を使っている場合には血糖
値の下がり方が激しいので、それを防ごうとアドレナ
リンがたくさん出るために様々な症状が起こります。
糖尿病で血糖降下剤を使用している人は、低血糖に備
えて糖分を携帯するように指導されているはずです。

アドレナリンに似た薬剤は身近にある
薬にもアドレナリンみたいな働きがあるんで
すか？

高血糖を起こす薬剤について

119 号と 120 号では、害反応としての「せん妄」がテー
マでした。今回のテーマは高血糖です。糖尿病の人だけ
に関係する、のではありません。かなり身近な薬剤が高
血糖を招きます。まずは、私たちの体内では血糖値はど
のようにしてコントロールされているのか、様々なホル
モンや神経がどのようにかかわっているのかについて述
べたうえで、薬剤が原因の害反応としての高血糖の症例
を解説します。

浜：はい、結構身近にありますよ。例えば、鼻詰まり
に使うエフェドリン系の血管収縮剤や咳止め剤、喘息
に使うβ 2 作動剤、パーキンソン病に用いるドパミン
を増やす薬剤、ノルアドレナリンやセロトニンを増や
す抗うつ剤などですね。

それらも血糖値を上げるんですか？
浜：そうです。特に、糖尿病の人や、まだ糖尿病にはなっ
ていないけれども、糖尿病になる手前の人では気を付
ける必要があります。ところで、自然な状態でも私た
ちの体はアドレナリンやドパミンをしょっちゅう出し
ています。アドレナリンはヒトの活動に必須のホルモ
ンです（「薬のチェックは命のチェック」９号特集ステロ
イド剤）。これが完全に欠乏すればヒトは１時間も生
きることができなくなります。
　ストレスが強ければ強いほどアドレナリンがたくさ
ん出ます。そして、ストレスの中でも、ひどい睡眠不
足は最大級のストレスです。NHK のテレビ番組「た
めしてガッテン」（2011 年 10 月５日放映）で、糖尿
病の傾向のある高齢者に１日４時間の睡眠で４日間過
ごしてもらうという実証実験が紹介されました。実
施前の食後血糖値 140mg/dL 程度が、４日目には
250mg/dL に上昇していました。幸い事故はなかっ
たようですし、睡眠不足の怖さを示したという効用は
ありました。しかし、途中で心筋梗塞にでもなってい
たら責任の取りようがないほど、非倫理的な実験でし
た（「薬のチェックは命のチェック」45 号）。睡眠不足で、
アドレナリンだけでなく、副腎皮質から糖質コルチコ
イドもたくさん出て、血糖値を上げたと考えられます。

血糖値を上げるホルモンは他にもいろいろ
糖質コルチコイドも血糖値を上げるんです
ね？

浜：はい。名前に「糖質」がついているとおり、血糖

註 1：アドレナリンには、脳や心臓、自律神経などへの様々な
作用があり、血糖値を上げるだけでなく、イライラやひどい場
合にはムカムカしたり、ドキドキする、冷や汗が出るといった
症状を起こすこともある。


